
【6.6.2.5】米国における特許を対象にした権利状況調査                                    

 

 

 

 

 

 

1）調査ツールの選択                                                                

米国における特許は、米国特許商標庁（以下、USPTO）が提供するデータベース、欧州特許庁

（以下、EPO）が提供する Espacenet、世界知的所有権機関(以下、WIPO)が提供する

PatentScope などに収録されているが、米国における特許の権利状況を調べるには、EPO が提供する

Espacenet と USPTOが提供する Public PAIR (Patent Application Information Retrieval)  

を利用する方法がある。Public PAIRは生死状況、書誌情報、審査経過情報、年金支払い状況、登

録情報などの詳細な状況を確認することができる。Espacenet では INPADOC legal status が表示

でき、おおまかな権利状況を調べることが可能であるが、Public PAIR に比べるとアップデートが遅いと言

われていることから、ここでは、Public PAIR を利用した事例を紹介する。 

 

2）検索事例                                                                       

Public PAIR の特許検索画面には下記 URL から接続することができる。 

http://portal.uspto.gov/pair/PublicPair 

接続すると、以下の画面が表示される。 

 

 

 

検索画面に入る前に文字認証を要求される。画面中央部に英数字が表示されるので、その英数字を

下のボックスに入力して、EnterキーまたはContinueアイコンを押す。テキストは左右に表示されるがどち

らか一方のみ入力すれば良い。認証に成功しない場合は新たに表示される英数字でやり直す。 

文字認証に成功すると、下記「Select New Case」の画面が表示される。 

気になる米国特許が見つかった。技術的に近いので、特許侵害

を懸念している。 

まずやっておくべきことは何か？ 

Q 

http://portal.uspto.gov/pair/PublicPair


画面下部のボックスに、出願番号、コントロール番号、特許番号、PCT 出願番号、公開番号、国際意

匠登録番号のいずれかを入力し、PC の Enter キー又はサーチアイコンを押すと、対象特許を検索でき

る。 

 

 

 

◆調査目的および調査対象 

調査対象例として下記の調査目的および特許を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査目的：注意すべき特許として下記特許が発見された。米国における権利状況を確認する 

対象特許：US 9280272 

 



実践編 

●Select New Case（番号入力） 

 

 

 

 

 

画面中央部のボックスに、今回の対象特許番号【9280272】を入力し、Enter キーまたはサーチアイコ

ンを押す。すると、「Application Data」画面が表示される。 

 

●Application Data（出願情報） 

ここには、Bibliographic Data（書誌情報）として、出願番号/日、公開番号/日、登録番号/日、

発明の名称、発明者名や、権利状況などが表示される。 

 

 

 

 

 

 

今回は特許番号か

ら検索するので、

Patent Numberに

チェック入れる 

特許番号を入力し、Search

又は Enterキーを押す 



 

 

 

 

 

本事例の場合、上記画面から主に下記情報を確認できる。 

・Application Number（出願番号）: 14/110,705 

・Filing or 371 (c) Date（出願日）: 2013/10/08 

・Earliest Publication No（公開番号）: US 2014-0053077 A1 

・Earliest Publication Date（公開日）: 2014/02/20 

・Patent Number（登録番号）:  9,280,272 

・Issue Date of Patent（登録日）:  2016/03/08 

・First Named Inventor（発明者）: Sreejit Unnikrishnan  

・Title of Invention（発明の名称）： Integrating Maps and Street Views 

 

権利状況は画面右側上部に表示される。本事例の場合は、「Status: Patented Case」、「Status 

Date：02-17-2016」と表示されており、この出願の権利状況が、2016年 2月 17日の更新で登録

となったことがわかる。 

 

以下に、Status に表示される主なものを参考情報として記載する。 

Status 説明 

Docketed New Case - Ready for 
Examination 

方式審査又は継続審査 

Non Final Action Mailed 拒絶理由通知書発送 

Response to Non-Final Office 
Action Entered and Forwarded 
to Examiner 

拒絶理由通知書に対する応答 

Final Rejection Mailed 最終拒絶理由通知書発送 

Application Data 

Status と Status Dateが表示される 



Response after Final Action 
Forwarded to Examiner 

最終拒絶理由通知書に対する応答 

Notice of Allowance Mailed -- 
Application Received in Office of 
Publications 

認可通知発送 

Notice of Appeal Filed 不服審判請求 

On Appeal -- Awaiting Decision 
by the Board of Appeals 

不服審判係属中（未決定） 

Patented Case  登録 

Patent Expired Due to 
NonPayment of Maintenance 
Fees Under 37 CFR 1.362 

登録後の年金未納による失効 

Abandoned -- Failure to 
Respond to an Office Action 

出願放棄（庁指令に対し期限内に応答なし） 

Abandoned -- Failure to Pay 
Issue Fee 

出願放棄（登録料未納） 

Expressly Abandoned -- During 
Examination 

出願取下げ 

Abandoned -- After Examiner's 
Answer or Board of Appeals 
Decision 

不服審判後の拒絶決定 

 

権利期間満了による失効を表す権利状況表記はない。権利満了日を迎えた場合でも、権利状況は

「Patented Cacse」のままである。Public PAIR に権利満了日は記載されない。 

権利期間については、権利起算日、ターミナルディスクレイマー1、特許期間調整の有無なども考慮して

慎重に判断する必要がある。 

 

  

                                                   
1 ターミナルディスクレイマーとは、同一人に所有された複数の特許の一方の特許期間の終期を他方の特許の満了日と一

致させることにより、特許権の存続期間の一部を放棄する手続きを言う。同一譲受人に係る自明型の二重特許の拒絶

理由（判例法上のダブルパテントの拒絶理由）が生じている場合、両特許所有者共通を権利行使の前提とする条項を

含むターミナル･ディスクレーマーの提出を条件に、かかる拒絶理由の回避が認められ、同一人が、一方から見て他方が自

明である、別出願に係る二発明について、特許権を有することが許容される。 



●Transaction History（審査履歴） 

どのような審査経過を得て登録になったのかを確認する場合、また、登録になっていない場合でも出願か

ら現在までの審査履歴を確認する場合は、画面上部に表示されているタブの中にある「Transaction 

History」をクリックする。出願から登録までの審査履歴を確認することができる。一番上に最新の出来

事と日付が表示される。（日付の新しい出来事から順に表示される。） 

 

 

  

 

 

 

上記画面左側が日付で、右側に対応する出来事である。本事例では、審査の骨子となる部分として下

記のような動きを確認することができる。 

 

・2014/12/18：Response after Non-Final Action （拒絶理由通知に対する応答） 

・2015/01/09：Mail Final Rejection （最終拒絶理由通知発送） 

・2015/06/08：Request for Continued Examination (RCE)（継続審査要求） 

・2015/10/30：Mail Notice of Allowance（特許査定発送） 

・2016/01/27：Issue Fee Payment Verified（登録料納付確認） 

Transaction History 



・2016/02/17：Issue Notification Mailed（特許証送付） 

・2016/03/08：Recordation of Patent Grant Mailed（登録特許送付） 

 

●Image File Wrapper（電子包袋） 

審査経過書類を閲覧する場合は、画面上部に表示されているタブの中にある「Image File Wrapper」

をクリックする。出願から現在に至るまでに出願人が提出した書類や、特許庁が発行した書類を閲覧す

ることができる。デフォルトでは日付の新しい書類から順に表示されるが、下記画面の矢印（↑↓）があ

る項目毎に並べ替え可能である。「Document Description」の書類名にリンクがはられていて、クリック

すると該当の書類(PDF)が別画面で表示される。 

※審査経過書類が電子化されていない場合は、「Image File Wrapper」のタブは表示されない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Image File Wrapper 

リンクをクリックすると書類が PDF

で表示される 

閲覧したい書類のチェックボックスに✓を入れ

て PDFアイコンを押すと、選択した書類がまと

めてダウンロードされる 

全書類を選択する時はここに

✓を入れる 



●ダウンロードされた PDF 

 

画面左側に、日付＋書類名（「Image File Wrapper」のデフォルト画面で表示される内容）のしお

りが付いてくる。PDFはイメージタイプなので、コピー＆ペーストや文書内検索はできない。 

 

●Patent Term Adjustments（特許期間調整）※ 

特許期間調整の有無を確認する場合は、画面上部に表示されているタブの中にある「Patent Term 

Adjustments」をクリックする。特許期間調整の日数は、「Total PTA Adjustments」を見ればよい。

本事例では、0（ゼロ）と表示されているので、特許期間調整は 0日であることがわかる。 

 

※1999 年の法改正により、米国特許庁側の理由によって審査に遅延が生じた場合には、特許期間の

調整（ＰＴＡ：Patent Term Adjustment）が適用され、通常の権利期間にその遅延分の日数

が加算されるようになった。（適用の対象となるのは、2000年 5月 29日以降の出願。） 

 

 

 

 

 

Patent Term Adjustments Patent Term Adjustments 



●Continuity Data（関連出願情報） 

親出願や分割・継続出願の有無を確認する場合は、画面上部に表示されているタブの中にある

「Continuity Data」をクリックする。 

※どちらも存在しない場合は、「Continuity Data」のタブは表示されない。 

 

 

 

 

 

本事例の場合は、親出願 (Parent Continuity Data) と子出願 (Child Continuity Data) が 1

件ずつあることがわかる。各出願番号にはられているリンクをクリックすると、その出願のレコードにジャンプす

る。  

 

 

●Fees（維持年金支払い状況） 

 

 

登録後の維持年金支払い状況を確認する場合は、画面上部に表示されているタブの中にある「Fees」

をクリックする。クリックすると、別ウィンドウが立ち上がり、下記画面が表示される。 

 

米国で特許権を維持するためには、3.5 年次、7.5 年次、11.5 年次に所定の費用を納める必要があ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Continuity Data 



●Payment Maintenance Fees 

・View and Pay Fees 

 

登録番号又は出願番号のどちらかの入力を求められるので、入力して、Enter キー又は Continue アイ

コンを押す。（どちらかの番号は予め入力されている。） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・Payment Window Status 

 

 

画面中央部の「Payment Window Status」では、年金納付に関する情報を確認できる。本事例の

場合は下記の通りとなる。 

 

・Window（支払年次窓口）：  3.5年次（7.5、11.5年と続く） 

・First Day to Pay（納付開始日）： 2019/03/08 

・Surcharge Starts（追納期間開始日）： 2019/09/10 

・Last Day to pay（最終納付期限日）： 2020/03/09 

・Status（権利状況）：   Not Open（納付受付を開始していない） 

・Fees （金額）：   Not Due（納付期限が迫っていない） 

・Statement（詳細）：   年金が納付されると、納付金額や納付日などの詳 

     細情報がアップされ、内容確認することができる。 

 

画面中央には、太字で「WINDOW 3.5 year」、「STATUS Not Open」、「FEES Not Due」と記載

されている。次回納付年次である 3.5年次の納付受付は開始されておらず、納付期限は迫っていないこ

とがわかる。また、画面右側にも「No maintenance fees are due at this time. 3.5 year 

windows open on 03/08/2019」との記載があり、現在は納付受付期間中ではなく、次回 3.5年

次の支払い受付開始は、2019年 3月 8日であることがわかる。 

 

 

 

この画面を PDFで保存 



●Assignments（譲渡情報） 

権利譲渡、ライセンスや質権設定など、米国特許庁に登録の届け出があったものはこの画面で確認でき

る。 

 

 

 

 

 

上記画面上部に「Total Assignment：2」とあり、譲渡記録が 2 つあることがわかる。譲渡情報は、最

も古い記録（Assignment１）が一番上に表示され、最新のものが一番下に表示される。 

本事例の場合、最新の譲渡記録は下記 Assignment 2 の内容である。現在の権利者は

GOOGLE.INC. であると推測される。 

 

・Recorded（登録日）： 2014/04/03 

・Assignors（譲渡人）： UNNIKRISHNAN, SREEJIT他、発明者 

・Assignee（譲受人）：  GOOGLE INC. 

・Page（譲渡書類の頁数）： 3頁  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Assignments 



◆まとめ 

Public PAIR での検索によって、米国特許 9280272は登録となり、次回の維持年金の納付年次は

3.5年であることがわかった。また、譲渡記録も確認できた。ただし権利満了日は記載されていないので、

権利存続期間については、必要条件を考慮して算出する必要がある。 

 

このように、権利状況調査を行いたい米国特許の公報番号がわかっている場合には、Public PAIR にて

特許番号検索を行うことで権利状況情報を確認することができる。 

 

 

 

 

 

Public PAIR を利用すれば、米国特許の権利状況を確認することができる。 

検索画面で、出願番号、公開番号、国際出願番号、登録番号のいずれかを入力

すれば良い。包袋が電子化されていれば閲覧することもできる。 

Point 


